
�
�
�
�

｢

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室｣

で
は
平
成
二
七
年
四
月
の

発
足
時
よ
り
赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
に
お
い
て
八
年
間
に

わ
た
っ
て
佐
用
町
・
上
郡
町
・
た
つ
の
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
。
主
な
現
地
活
動
と
し
て

は
佐
用
町
の
国
史
跡
利
神
城
跡
、
上
郡
町
の
赤
松
地
区
、

た
つ
の
市
の
城
山
城
跡
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
期
赤

松
氏
に
関
す
る
活
動
と
し
て
は
平
成
二
八
〜
三
〇
年
に
か

け
て
上
郡
町
教
育
委
員
会
の
赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
の

支
援
、
国
指
定
史
跡
白
旗
城
跡
の
現
地
踏
査
、
令
和
二
・

三
年
度
の
た
つ
の
市
教
育
委
員
会
と
の
城
山
城
の
共
同
現

地
調
査
が
あ
る
。

こ
の
一
連
の
調
査
に
よ
っ
て
前
期
赤
松
氏
の
拠
点
の
構

造
に
つ
い
て
は
文
献
研
究
と
赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
、

城
郭
に
つ
い
て
は
現
地
踏
査
に
よ
っ
て
新
た
な
知
見
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
成
果
の
内
、

主
に
考
古
学
に
関
わ
る
調
査
に
つ
い
て
成
果
を
紹
介
し
た

い
。

�
�
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�
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(

１)

赤
松
の
研
究
史

赤
松
に
つ
い
て
の
研
究
は
高
坂
好
氏
や
藤
本
哲
氏
の
研

究

(

１)

が
先
駆
的
で
あ
る
。
一
方
、
城
館
研
究
か
ら
は
昭
和
五

〇
年
代
後
半
の

『

兵
庫
県
の
中
世
城
館
・
荘
園
調
査』

・

『

日
本
城
郭
大
系

第
12
巻』

に
お
い
て
松
岡
秀
夫
氏

(

松
岡
秀
夫
一
九
八
一
・
一
九
八
二)

が
赤
松
居
館
・
白

旗
城
・
苔
縄
城
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、『

上
郡

町
史』

で
は
多
田
暢
久
氏
が
苔
縄
城
・
白
旗
城
・
赤
松
居

館
を
紹
介
し
て
い
る

(

多
田
暢
久
一
九
九
九)

。
た
だ
こ

れ
ら
は〝
赤
松〟

全
体
を
捉
え
た
も
の
で
は
な
く
文
献
の

性
格
上
、
個
別
要
素
の
紹
介
が
中
心
と
な
る
。
一
方
、
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〝

赤
松〟

の

空
間
構
成
の

視
点
か
ら
見

た
も
の
と
し

て
は
、
山
上

雅
弘
の
報
告

が
あ
る

(

山

上
雅
弘
二
〇

〇
四)

。
さ

ら
に
荻
能
幸

氏
も
苔
縄
城
・

白
旗
城
・
赤

松
居
館
に
つ

い
て
見
解
を

示
し
て
い
る
。

た
だ
、
赤
松

居
館
を
城
館
と
評
価
す
る
が

(

荻
能
幸
二
〇
一
六)

、
現

在
の
と
こ
ろ
赤
松
居
館
に
お
い
て
防
御
構
造
を
肯
定
で
き

る
要
素
は
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
赤
松
居
館
跡
の
調
査
で

は
居
館
西
側
の
土
塁
状
遺
構
が
近
代
以
降
に
構
築
さ
れ
た

こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。

次
に
守
護
所
と
さ
れ
る〝

赤
松〟

の
場
を
考
え
る
た
め

に
守
護
所
の
研
究
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
守
護
所

研
究
の
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
は
松
山
宏
の
全
国
的
な
検

討
が
あ
る

(

松
山
宏
一
九
八
一)

。
一
方
、
考
古
学
・
文

献
な
ど
の
各
分
野
の
研
究
者
が
加
わ
っ
た
学
際
的
な
も
の

と
し
て
は
一
九
九
三
年
度
日
本
考
古
学
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

(

金
子
拓
・
前
川
要
編
一
九
九
四)

や
二
〇
〇
六
年
の

岐
阜
の
守
護
所
シ
ン
ポ
、
二
〇
一
〇
年
尾
張
の
守
護
所
シ

ン
ポ
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
学
際
的
研
究
で
は
全
国
的
に
守
護
所
の
様
相

が
把
握
さ
れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果

明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
多
く
の
事
例
が
戦
国
時
代
に
盛

期
を
迎
え
る
こ
と
、
考
古
学
的
な
成
果
で
は
大
半
が
一
五

世
紀
後
半
を
遡
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

守
護
大
名
が
活
躍
し
た
南
北
朝
時
代
〜
室
町
時
代
、
特
に

一
四
世
紀
の
守
護
所
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
状
況
が

鮮
明
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
遺
跡

か
ら
見
た
一
四
世
紀
代
の
守
護
所
研
究
は
低
調
な
ま
ま
推

移
し
て
き
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
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(

２)

南
北
朝
時
代
の
守
護
所
の
実
態

と
こ
ろ
で
守
護
所
に
つ
い
て
松
山
宏
氏
が

(

松
山
宏
一

九
八
二)

｢

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
国
府
と
並
び
、
あ
る

い
は
そ
れ
に
代
る
地
方
支
配
の
権
力
の
拠
点
と
な
る
所
が

出
現
す
る
。
是
が
守
護
所
で
あ
る
。｣

｢

守
護
所
は
む
ろ
ん

守
護
権
力
の
所
在
地
で
あ
る
。｣

と
述
べ
る
よ
う
に
、
当

初
の
研
究
で
は
守
護
所
は
国
の
支
配
拠
点
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
守
護
所
は
戦
国
期

城
下
町
の
初
期
形
態
と
い
う
認
識
か
ら
、
支
配
拠
点
と
し

て
の
居
館
を
中
心
に
城
下
構
造

(
武
家
・
寺
社
・
都
市
・

市)

な
ど
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
(

２)

。

こ
う
い
っ
た
認
識
に
対
し
て
小
林
基
伸
氏
は
守
護
所
を

あ
え
て
拠
点
と
呼
び
、
播
磨
に
お
け
る
赤
松
守
護
家
の
拠

点
は
、
京
都
を

｢

分
国
支
配
の
最
高
決
定
機
能｣
の
場
と

し
、｢

赤
松
が
家
集
団
の
長
、
城
山
が
軍
事
統
率
者
、
坂

本
が
領
域
支
配
者｣

と
述
べ
て
、
播
磨
で
は
守
護
機
能
が

分
散
し
た
形
態
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た

(

小
林
基
伸
二

〇
〇
六)

。
つ
ま
り〝

赤
松〟

は
則
祐
を
始
祖
と
す
る
惣

領
家
の
家
結
合
の
中
核
機
能
を
担
う
場
で
あ
り
、
城
山
城

は
軍
事
的
な
防
衛
拠
点
で
あ
る
と
し
て
、
必
ず
し
も
領
国

支
配
機
能
を
体
現
す
る
場
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

大
村
拓
生
氏
の
一
連
の
研
究
で
も
、
赤
松
の
地
の
由
緒
に

則
っ
て
、
赤
松
一
族
が
整
備
・
造
営
に
関
与
す
る
も
の
の
、

主
体
は
赤
松
則
祐
が
惣
領
家
の
正
当
性
を
示
す
こ
と
を
目

的
に
荘
厳
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る

(

大
村
拓
生
二

〇
一
七
・
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇)

。

ま
た
、
山
田
徹
氏
は
南
北
朝
期

(

一
四
世
紀)

の
守
護

所
に
つ
い
て
、
遺
跡
と
し
て
明
確
な
姿
を
示
さ
な
い
場
合

が
多
い
と
し
、
顕
在
化
す
る
事
例
と
し
て
は
寺
院
創
建
や
、

一
時
的
な
下
向
な
ど
に
よ
り
判
明
す
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
赤
松
氏
の
よ
う
に
本
領
的
な
所
領
が
、
守

護
所
と
し
て
見
え
や
す
い
が
、
そ
の
場
は
必
ず
し
も
領
域

支
配
を
目
的
と
し
な
い
。
こ
の
た
め
一
国
の
な
か
の
中
心

的
な
位
置
に
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
選
地
も
荘
園
制
と

の
関
係
か
ら
守
護
の
影
響
力
の
お
よ
ぶ
範
囲
に
限
定
さ
れ

る
と
い
う

(

山
田
徹
二
〇
二
二)

。

こ
の
よ
う
に
近
年
の
文
献
研
究
か
ら
み
る
と
、
南
北
朝

期
の
領
国
の
守
護
拠
点
は
、
家
の
継
承
や
軍
事
的
な
機
能

を
担
う
場
所
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ

は
必
ず
し
も
領
国
支
配
の
決
定
権
を
も
つ
場
所
で
は
な
い

と
い
う
。
従
っ
て
領
国
全
体
を
押
さ
え
る
地
理
的
な
条
件

や
、
経
済
的
な
要
衝
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
も
想
定
す
る
必
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要
が
あ
る
と
い
う
。

(
３)
赤
松
の
概
要
と
由
緒

現
在
の
赤
松
村
は
山
間
の
小
規
模
な
盆
地
に
あ
る
集
落

で
、
周
囲
に
は
標
高
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
ｍ
の
山
々
が
囲
む
。

文
献
史
料
が
残
ら
な
け
れ
ば
ど
こ
に
で
も
あ
る
平
凡
な
農

村
と
み
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
以
降
の
赤
松

村
は
、
小
規
模
な
集
落
を
指
す
が
、
中
世
の
赤
松
は
宝
林

寺
や
苔
縄
も
含
む
広
い
範
囲
を
含
む

(

小
林
二
〇
〇
六)

。

こ
の
意
味
で
は〝

赤
松〟

は
赤
松
居
館
の
ほ
か
、
宝
林
寺
・

苔
縄
寺
・
栖
雲
寺
・
赤
松
八
幡
・
五
社
宮
、
白
旗
城
・
苔

縄
城
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
南
北
一.
五
㎞
、
東
西
一
㎞
の

範
囲
と
な
る
。

赤
松
は
円
心
・
則
祐
期
の
寺
院
建
立
や
居
館
建
設
・
築

城
な
ど
に
よ
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
特
に
則
祐
期

の
整
備
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。
則
祐
は
宝
林
寺
、
白

旗
城
、
赤
松
居
館
を
築
く
な
ど
造
営
に
力
を
注
い
で
い
る
。

た
だ
し
、
赤
松
が
そ
の
後
も
拠
点
と
し
て
意
識
さ
れ
、
後

世
に
語
り
継
が
れ
る
場
所
と
な
っ
た
の
は
、
別
の
要
因
に

よ
る
整
備
の
継
続
も
影
響
し
て
い
る
。
大
村
拓
生
氏
の
指

摘

(

大
村
二
〇
一
八)

に
よ
れ
ば
こ
れ
に
は
次
の
二
つ
の

要
因
が
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は
則
祐
期
以
降
の
山
名
氏
と

の
軍
事
的
な
緊
張
や
、
明
徳
の
乱
・
応
永
の
乱
、
応
永
三

四
年

(

一
四
二
七)

の
満
祐
家
督
継
承
時
の
混
乱
、
嘉
吉

の
乱
な
ど
の
軍
事
的
緊
張
へ
の
備
え
の
た
め
に
断
続
的
な

整
備
が
続
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
守
護

在
京
以
後
の
赤
松
の
維
持
に
、
宝
林
寺
・
法
雲
寺
な
ど
の

禅
宗
寺
院
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
義
則

期
に
至
り
守
護
の
在
京
が
恒
常
化
す
る
と
、
赤
松
は
徐
々

に
守
護
の
拠
点
機
能
が
低
下
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
守
護

の
庇
護
を
受
け
、
京
都
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
法
雲

寺
・
宝
林
寺
な
ど
の
寺
院
が
赤
松
の
場
を
維
持
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
家
の
拠
点
形
成
と
い
う
政
治

的
な
要
素
に
、
軍
事
的
緊
張
や
禅
宗
寺
院
と
い
う
要
素
が

加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て〝

赤
松〟

の
地
は
短
期
間
の
う
ち

に
埋
も
れ
ず
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
複
合
的
な
要
素
が
、
赤
松
の
地
が
長
く
地
域
に
伝
承

さ
れ
る
素
地
を
つ
く
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

	



�

(

１)

西
播
磨
の
交
通
路
と
拠
点
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本
節
で
は

考
古
学
的
な

成
果
の
あ
る

西
播
磨
周
辺

の
流
通
拠
点

に
つ
い
て
考

古
学
的
な
成

果
を
概
観
し
、

遺
跡
か
ら
見

た
赤
松
の
評

価
を
考
え
た

い
。
先
ず
、

そ
の
前
段
と

し
て
流
通
拠

点
が
依
拠
す

る
西
播
磨
の

交
通
路
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

中
世
の
西
播
磨
に
お
い
て
最
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
交
通
路
は
瀬
戸
内
海
航
路
で
あ
ろ
う
。
西
播
磨
で
こ
の

広
域
航
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
港
津
と
し
て
室
津

や
坂
越
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
陸
路
で
は
榎
原
雅
治
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
古

代
官
道
を
継
承
す
る
山
陽
道
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

宿
が
経
済
的
な
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
。
榎
原
氏
は
中
世

の
山
陽
道
で
は〝

宿〟

地
名
が
街
道
沿
い
に
分
布
す
る
が
、

特
に
播
磨
西
部
か
ら
備
前
東
部
に
か
け
て
稠
密
に
分
布
し
、

こ
の
場
が
流
通
経
済
の
上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
と
い

う

(

榎
原
雅
治
二
〇
〇
〇)

。
西
播
磨
に
お
け
る
宿
遺
跡

で
は
山
野
里
宿
遺
跡

(

上
郡
町)

・
梨
ヶ
原
遺
跡

(

上
郡

町)

、
福
田
片
岡
遺
跡

(

太
子
町)

で
調
査
成
果
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
榎
原
氏
は
播
磨
で
は
横
軸
の
山

陽
道
に
対
し
て
河
川
の
水
系
が
縦
軸
の
交
通
路
と
な
り
、

地
域
間
の
交
易
路
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
。
特
に
河
川

流
域
で
は
舟
運
の
役
割
が
大
き
く
、
川
津
の
存
在
が
重
要

と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
千
種
川
流
域
で
は
赤
松
上
流

の
平
瀬
遺
跡(

佐
用
町)

で
川
津
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

以
上
か
ら
千
種
川
流
域
の
流
通
拠
点

(

３)

に
つ
い
て
紹
介
し
、

赤
松
の
位
置
付
け
を
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
福
田
片
岡
遺

跡
を
通
じ
て
揖
保
川
・
林
田
川
流
域
と
の
比
較
を
検
討
し

た
い
。
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(

２)

赤
松

赤
松
周
辺
の
土
器
様
相
に
つ
い
て
は
本
書
、
中
井
氏
・

島
田
氏
の
論
考
に
詳
し
い
の
で
詳
細
は
省
く
こ
と
と
し
た

い
。
こ
こ
で
検
討
す
る
遺
跡
は
赤
松
居
館
跡
・
赤
松
遺
跡
・

宝
林
寺
遺
跡
の
三
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
赤
松
居
館
跡

で
は
土
器
実
測
点
数
一
〇
四
五
点
、
土
師
器
皿
一
〇
三
二

点
、
備
前
焼
擂
鉢
三
点
、
土
師
器
煮
炊
具
五
点
、
瓦
質
風

炉
二
点
青
磁
香
炉
一
点
、
そ
の
他
四
点
で
、
土
師
器
皿
が

大
半
を
占
め
る
。
赤
松
遺
跡
は
土
器
実
測
点
数
八
一
点
、

土
師
器
皿
七
七
点
、
天
目
碗
一
点
・
青
磁
碗
一
点
、
備
前

焼
甕
二
点
と
な
る
。
宝
林
寺
遺
跡
は
未
整
理
の
た
め
数
値

化
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
土
師
器
皿
が
大
半
を
占
め
、

瓦
質
火
鉢
・
香
炉
、
備
前
焼
擂
鉢
・
壺
、
青
磁
碗
・
瀬
戸

焼
碗
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
四
世
紀
頃
の

も
の
も
含
む
が
、
一
六
世
紀
頃
が
中
心
に
な
る
。
こ
の
他

の
遺
物
で
は
小
金
銅
仏

(

持
仏)

や
篦
書
銘
瓦
な
ど
が
あ

る
。

(

３)

個
別
遺
跡

室
津

(

た
つ
の
市
御
津
町
室
津)

発
掘
調
査
で
は
室

津
四
丁
目
遺
跡
と
室
山
城
の
調
査
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
室

山
城
は
山
城
の
調
査
で
一
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
た
め
今

回
の
検
討
で
は
省
略
す
る
。
室
津
四
丁
目
遺
跡
は
室
津
の

町
の
調
査
で
、
一
一
〜
一
九
世
紀
の
遺
構
面
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
一
三
〜
一
四
世
紀
の
遺
物
と
し
て
は
京
都
系
土

師
器
、
備
前
焼
や
河
内
・
和
泉
型
の
瓦
質
土
器
、
大
和
型

の
火
鉢
、
一
四
世
紀
後
半
の
瀬
戸
焼
な
ど
が
含
ま
れ
、
備

前
お
よ
び
畿
内
や
東
海
な
ど
か
ら
の
広
域
流
通
品
の
搬
入

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
河
内
・
和
泉
型
の
瓦
質
土
器

や
大
和
型
の
火
鉢
な
ど
は
播
磨
で
は
あ
ま
り
出
土
し
な
い

も
の
で
、
都
市
的
な
場
の
特
性
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る

(

４)

。

山
野
里
宿
遺
跡

(

上
郡
町
山
里)

山
野
里
宿
遺
跡
は

山
陽
道
の
宿
遺
跡
で
あ
る
。
千
種
川
と
の
結
節
点
に
位
置

す
る
が
、
平
成
一
九
年
の
上
郡
町
の
調
査
に
お
い
て
船
着

き
場
が
検
出
さ
れ
、
川
津
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。

調
査
は
平
成
一
六
年
の
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
調
査
、
平

成
一
二
年
と
同
一
九
年
の
上
郡
町
教
育
委
員
会
の
調
査
の

三
次
の
調
査
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
の
年
代
は
一
四
〜

一
六
世
紀
初
頭
ま
で
の
遺
物
を
含
む
が
、
盛
期
は
一
五
世

紀
後
半
〜
一
六
世
紀
初
頭
と
さ
れ
る
。
平
成
一
六
年
の
兵

庫
県
教
育
委
員
会
の
調
査
で
は
、
河
岸
に
面
し
て
三
〇
棟

の
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
、
大
量
の
土
師
器
皿
・
椀
が
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投
棄
さ
れ
る
と
共
に
法
雲
寺
と
同
文
の
軒
瓦
が
出
土
し
た
。

報
告
書
掲
載
の
土
器
類
の
実
測
点
数
は
六
二
二
点
で
、
こ

の
う
ち
広
域
流
通
品
が
一
八
二
点
を
数
え
る
。
備
前
焼
、

瀬
戸
焼
、
常
滑
焼
、
中
国
産
陶
磁
器
、
瓦
質
土
器
風
炉
・

火
鉢
な
ど
多
彩
な
産
地
の
製
品
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
土

器
に
占
め
る
土
師
器
皿
・
椀
の
比
率
は
六
一.

八
％

(

三

八
五
点)

で
あ
る
。
こ
れ
は
赤
松
に
比
べ
る
と
低
い
が
、

他
器
種

(

広
域
流
通
品)
の
製
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成
一
二
年
の
調
査
で
は

柱
穴
・
井
戸
・
土
坑
・
溝
な
ど
が
出
土
し
、
備
前
焼
、
瓦

質
土
器
、
土
師
器
皿
、
青
磁
碗
、
瓦
が
出
土
し
、
法
雲
寺

と
同
笵
の
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

平
成
一
九
年
の
上
郡
町
の
調
査
で
は
室
町
時
代
の
旧
河

道
と
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
旧
河
道
に
沿
っ
て
前
述
の

船
着
き
場
が
検
出
さ
れ
た
。
土
器
は
土
師
器
皿
・
鍋
・
羽

釜
、
瓦
質
土
器
羽
釜
・
火
鉢
・
風
炉
・
火
舎
・
茶
釜
・
十

能
型
土
器
、
備
前
焼
甕
・
壺
・
擂
鉢
・
椀
、
中
国
産
青
磁
・

白
磁
と
多
岐
に
及
ぶ
。
こ
の
調
査
で
も
法
雲
寺
創
建
に
伴

う
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
や
は
り
土
師
器
皿
が
多
い

が
平
成
一
六
年
の
調
査
同
様
、
広
域
流
通
品
の
比
率
が
高

い
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
平
成
一
九
年
度
の
調
査
で
は

瓦
質
土
器
の
出
土
が
際
立
っ
た
。
特
に
瓦
質
土
器
の
羽
釜
・

茶
釜
・
火
舎
な
ど
の
喫
茶
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ

る
が
、
こ
れ
ら
は
寺
社
の
門
前
や
都
市
的
な
場
に
お
い
て

一
服
一
銭
の
茶
を
販
売
し
た
製
品
と
思
わ
れ
、
こ
の
遺
跡

が
地
域
の
流
通
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
な
ろ

う

(

橋
本
素
子
二
〇
一
八)

。

梨
ヶ
原
遺
跡

(

赤
穂
郡
上
郡
町
梨
ヶ
原)

宿
地
名
が

残
さ
れ
る
遺
跡
で
、
平
成
四
年
度
に
圃
場
整
備
事
業
に
伴
っ

て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
は
備
前
と
の
国
境

で
あ
る
船
坂
峠
か
ら
下
っ
た
場
所
に
立
地
す
る
。
調
査
の

結
果
、
一
三
世
紀
〜
近
世
に
か
け
て
の
集
落
が
検
出
さ
れ

た
が
、
遺
構
の
中
心
は
一
三
世
紀
と
さ
れ
る
。
検
出
さ
れ

た
遺
構
と
し
て
は
掘
立
柱
建
物
三
三
棟
、
石
組
井
戸
二
基
、

土
壙
墓
な
ど
が
あ
り
、
土
師
器
皿
や
瓦
質
羽
釜
な
ど
の
土

器
の
ほ
か
、
備
前
焼
小
壺
・
甕
・
擂
鉢
、
瀬
戸
美
濃
焼
黒

釉
碗
、
中
国
産
青
磁
香
炉
・
碗
な
ど
が
出
土
す
る
。
た
だ

し
、
検
出
さ
れ
た
建
物
は
大
半
が
二
〜
三
間
規
模
の
も
の

で
、
柱
の
並
び
や
通
り
は
良
好
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

土
器
で
は
土
師
器
皿
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
が
広
域
流
通

品
は
少
な
い
。
た
だ
、
備
前
焼
片
口
小
壺
、
瀬
戸
焼
黒
釉

碗
、
青
磁
香
炉
の
出
土
や
、
小
規
模
建
物
が
密
集
す
る
点
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か
ら
は
宿
と
し
て
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
田
片
岡
遺
跡

(

た
つ
の
市
誉
田
町
福
田)

こ
の
遺

跡
は
鵤
宿
に
比
定
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
新
た
に
山
陽
道
と

し
て
建
設
さ
れ
た
筑
紫
大
道
が
遺
跡
の
中
央
を
通
る
。
一

方
、
西
側
は
揖
保
川
支
流
の
林
田
川
に
面
し
て
い
る
た
め

川
津
の
機
能
も
併
せ
持
っ
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
跡

の
範
囲
は
南
北
三
〇
〇
ｍ
、
東
西
二
〇
〇
ｍ
以
上
に
及
ぶ
。

遺
跡
全
体
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
集
落
が
営
ま
れ
る
が
、

一
四
世
紀
の
段
階

(

Ⅶ
期)
で
は
遺
跡
中
央
に
周
囲
を
区

画
溝
で
囲
ん
だ
満
願
寺
と
呼
ば
れ
る
寺
院
が
建
つ
。
こ
の

敷
地
を
踏
襲
し
て
一
五
世
紀
に
は
居
館
が
築
か
れ
る
。

こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
生
活
用
品
に
は
威
信
財
も
含

ま
れ
る
な
ど
、
当
地
が
地
域
流
通
の
要
衝
に
あ
っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
一
二
世
紀
、
一
四
〜

一
五
世
紀
の
二
時
期
に
盛
期
が
あ
り
、
遺
物
量
は
膨
大
で

土
師
器
皿
・
煮
炊
具

(

播
磨
型
堝)

、
瓦
質
土
器
火
鉢
・

風
炉
、
備
前
焼
、
瀬
戸
焼
、
貿
易
陶
磁
器
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
中
で
も
貿
易
陶
磁
器
二
〇
〇
〇
点(

破
片
点
数)

や
瀬
戸
焼
、
常
滑
焼
な
ど
の
東
海
系
陶
器
の
出
土
、
さ
ら

に
豊
富
な
備
前
焼
の
出
土
な
ど
か
ら
は
一
般
集
落
と
は
異

な
っ
た
様
相
が
窺
え
る
。
報
告
書
の
土
器
類
実
測
点
数
は

一
五
四
六
点
、
こ
の
内
土
師
器
皿
四
九
七
点

(

三
二
％)

、

広
域
流
通
品
六
三
一
点

(

四
一
％)

と
な
る
。
ま
た
こ
れ

ら
の
内
、
貿
易
陶
磁
器
は
中
央
の
居
館
部
な
ど
に
偏
在
す

る
の
で
は
な
く
、
遺
跡
全
体
か
ら
出
土
す
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
出
土
傾
向
は
本
遺
跡
が
都
市
遺
跡
の
様
相
を
持

つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

遺
跡
は
広
範
な
広
が
り
を
持
つ
が
、
さ
ら
に
遺
跡
の
北

側
に
は
一

三
世
紀
の

福
田
天
神

遺
跡
が
あ

り
、
青
磁

な
ど
豊
富

な
中
国
磁

器
の
出
土

が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、

川
の
対
岸

は
弘
山
荘

と
な
る
が
、

こ
こ
に
は
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弘
山
御
所
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
御
所
の
立

地
も
揖
保
川
流
域
の
豊
か
な
物
流
に
依
拠
し
た
経
済
性
と

の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
。

平
瀬
遺
跡

(

佐
用
町
円
光
寺
平
瀬)

平
瀬
遺
跡
で
は

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
川
津
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
遺
跡
は
そ
の
名
の
通
り
蛇
行
し
た
河
川
の〝

瀬〟

に

立
地
す
る
川
津
で
、
一
三
〜
一
七
世
紀
に
か
け
て
存
続
し

た
。
調
査
に
よ
っ
て
遺
跡
か
ら
は
五
〇
棟
の
掘
立
柱
建
物

が
出
土
し
て
い
る
。
川
の
対
岸
に
は
、
村
名
と
な
っ
た
円

光
寺
が
赤
松
氏
の
外
護
の
も
と
創
建
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
元
和
元
年(

一
六
一
五)

に
上
月
村
と
円
光
寺
村
に�

瀬
船

七
艘
の
常
備
が
定
め
ら
れ
て
い
る

(『

間
嶋
家
文
書』)

。
平
瀬
遺
跡
は

少
な
く
と
も
元
和
年
間
前
後
ま
で

存
続
し
て
い
る
の
で
、
千
種
川
流

域
に
あ
っ
て�

瀬
舟
が
置
か
れ
た

場
所
は
こ
の
平
瀬
遺
跡
で
あ
ろ
う
。

一
方
、�

瀬
舟
は
上
流
の
上
月
と

下
流
の
久
崎
に
も
置
か
れ
の
で
、

二
㎞
前
後
の
間
隔
で
川
津
が
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
赤
松

に
も
川
津
が
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
り
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な

川
津
が
山
野
里
―
赤
松
―
平
瀬
を

結
び
千
種
川
の
物
資
流
通
の
中
継
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点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
遺
跡
か
ら
の
遺
物
の
量
は
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
わ

り
に
僅
少

(

平
成
一
一
・
一
二
年
度
調
査
、
土
器
類
実
測

点
数
一
八
八
点
、)

で
あ
る
。
恐
ら
く
遺
構
面
及
び
包
含

層
が
開
墾
な
ど
に
よ
っ
て
削
平
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
す
る

の
だ
ろ
う
。
調
査
は
平
成
一
一
・
一
二
年
度
の
兵
庫
県
教

育
委
員
会
の
調
査
と
昭
和
五
九
年
度
の
佐
用
郡
教
育
委
員

会
の
調
査
が
あ
る
。
佐
用
郡
教
育
委
員
会
の
調
査
で
は
一

三
世
紀
前
後
の
成
果
が
見
ら
れ
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の

調
査
で
は
一
四
〜
一
五
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
一
六
〜
一

七
世
紀
初
頭
の
遺
構
が
わ
ず
か
に
出
土
し
て
い
る
。
調
査

地
点
か
ら
み
る
と
一
三
世
紀
は
川
岸
か
ら
離
れ
た
山
裾
に

集
落
が
立
地
し
、
一
四
世
紀
以
降
は
川
岸
に
集
落
が
移
動

し
た
と
み
ら
れ
る
。

遺
物
群
で
は
千
種
川
の
川
岸
か
ら
出
土
し
た
備
前
焼
甕
・

壺
、
中
国
産
の
天
目
碗
、
な
ど
が
あ
る
も
の
の
貿
易
陶
磁

器
な
ど
の
広
域
流
通
品
は
少
量
で
、
器
種
組
成
も
単
純
で

あ
る
。
建
物
群
が
密
集
す
る
構
造
を
も
つ
も
の
の
山
野
里

宿
遺
跡
・
赤
松
に
比
べ
て
簡
素
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(

４)

流
通
拠
点
と
赤
松

次
に
、
各
遺
跡
に
つ
い
て
土
器
組
成
か
ら
比
較
を
試
み

る
。
た
だ
し
、
梨
ヶ
原
遺
跡
に
つ
い
て
は
数
量
的
な
比
較

が
で
き
な
い
の
で
割
愛
し
た
。
先
ず
、
各
遺
跡
の
時
期
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
山
野
里
宿
遺
跡
は
一
五
世
紀
後
半

〜
一
六
世
紀
初
頭
に
時
期
の
中
心
が
あ
り
、
赤
松
は
赤
松

居
館
が
一
四
世
紀
、
赤
松
遺
跡
が
一
五
世
紀
、
宝
林
寺
遺

跡
が
一
四
〜
一
六
世
紀
、
平
瀬
遺
跡
は
一
五
世
紀
に
中
心

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
遺
跡
ご
と
に
時
期
的
な
幅
や
差
が

あ
り
、
一
律
に
比
較
す
る
こ
と
は
厳
密
に
は
困
難
で
あ
る
。

た
だ
し
同
一
流
域
で
連
動
し
た
関
係
に
あ
る
川
津
と
い
う

遺
跡
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
一
四
〜
一
五
世

紀
の
期
間
、
つ
ま
り
前
期
赤
松
氏
の
時
代
に
こ
れ
ら
の
三

遺
跡
が
存
続
し
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿

で
は
遺
物
の
組
成
や
遺
物
量
に
大
き
な
変
動
が
な
い
こ
と

を
前
提
に
検
討
を
行
な
い
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
作
業
は

あ
く
ま
で
暫
定
的
な
検
討
で
あ
る
こ
と
を
前
言
し
て
お
き

た
い

(

４)

。
比
較
に
当
た
っ
て
は
①
土
器
量
の
多
寡
、
②
器
種

の
バ
ラ
ン
ス
、(

供
膳
具
・
調
理
具
・
煮
炊
具
・
貯
蔵
具

な
ど
の
各
器
種
が
揃
っ
て
い
る
か
ど
う
か)

、
③
広
域
流

通
品
の
量
の
三
点
を
対
象
と
し
て
比
較
す
る
。

― 32 ―



先
ず
、
山
野
里
宿
遺
跡
で
あ
る
が
①
土
師
器
皿
が
豊
富

に
出
土
し
て
お
り
量
的
に
は
圧
倒
す
る
。
②
供
膳
具

(

土

師
器
皿)
・
調
理
具(

備
前
焼
擂
鉢)

・
煮
炊
具(

土
師
質
・

瓦
質)
・
貯
蔵
具

(

備
前
焼
甕)

な
ど
が
あ
り
各
器
種
が

揃
っ
て
い
る
。
③
は
貿
易
磁
器
・
瀬
戸
焼
な
ど
が
多
く
、

中
で
も
瓦
質
土
器
に
特
徴
が
見
ら
れ
、
風
炉

火
舎
・
茶

釜
な
ど
の
喫
茶
に
関
わ
る
土
器
類
が
多
く
含
ま
れ
る
。
こ

の
点
は
前
述
の
通
り
都
市
的
な
要
素
と
見
る
こ
と
が
で
き

流
通
拠
点
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
赤
松
は
①
土
師
器
皿
が
赤
松
氏
居
館
・
赤
松
遺

跡
・
宝
林
寺
遺
跡
と
も
多
い
が
、
そ
の
他
の
器
種
は
ど
れ

も
量
的
に
少
量
で
偏
り
が
あ
る
。
②
器
種
組
成
で
は
調
理

具
・
煮
炊
具
・
貯
蔵
具
な
ど
が
少
量
で
あ
る
。
③
で
は
宝

林
寺
遺
跡
で
備
前
焼
・
貿
易
陶
磁
な
ど
が
比
較
的
目
立
つ

が
、
こ
れ
も
山
野
里
宿
遺
跡
に
比
べ
る
と
数
は
少
な
い
。

最
後
の
平
瀬
遺
跡
で
は
①
土
器
の
数
が
少
な
い
。
②
供
膳

具
・
調
理
具
・
貯
蔵
具
と
も
少
な
い
。
③
広
域
流
通
品
も

中
国
産
天
目
碗
な
ど
が
出
土
す
る
も
の
の
例
外
的
で
あ
る
。

な
ど
と
な
る
。

つ
ま
り
、
山
野
里
宿
遺
跡⇒

赤
松⇒

平
瀬
遺
跡
の
順
番

で
出
土
土
器
の
量
や
組
成
が
減
退
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
上
で
赤
松
の
評
価
を
考
え
る
と
、
赤
松
で
は
山
野
里

宿
遺
跡
の
広
域
流
通
品
の
搬
入
範
囲
か
ら
逸
脱
し
た
特
徴

は
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
赤
松
に
も
川
津
が
立
地
し
、

千
種
川
の
河
川
交
通
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
が
、
宝
林
寺
な
ど
か
ら
出
土
し
た
遺
物
群
を
見
る

限
り
、
地
域
内
で
消
費
さ
れ
る
土
器
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。
そ
の
比
率
か
ら
見
る
な
ら
赤
松
は
山
野
里
宿
遺
跡
の

流
通
網
の
下
位
に
位
置
す
る
消
費
地
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
同
様
に
揖
保
川
流
域
の
福
田
片
岡
遺
跡
と
山
野

里
宿
遺
跡
を
比
較
す
る
。
福
田
片
岡
遺
跡
で
は
全
体
の
土

器
類
の
量
や
貿
易
陶
磁
・
備
前
焼
な
ど
の
広
域
流
通
品
が

大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
備
前
焼
で
み
る
と
Ⅰ

〜
Ⅲ
期
の
製
品
が
出
土
す
る
な
ど
、
こ
の
場
所
が
早
く
か

ら
備
前
焼
の
供
給
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
備
前
に
隣
接
す
る
千
種
川
流
域
よ
り
も
早
く
か
ら
供
給

が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
半
が
一
五
世
紀
か
ら
の

製
品
で
占
め
ら
れ
る
山
野
里
宿
遺
跡
と
は
大
き
く
異
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
揖
保
川
流
域
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

動
向
が
反
映
す
る
も
の
で
、
古
く
か
ら
そ
の
規
模
が
千
種

川
流
域
を
遙
か
に
凌
い
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
結

局
、
以
上
か
ら
見
る
と
守
護
に
よ
る
赤
松
へ
の
物
資
流
通
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や
集
積
は
、
西
播
磨
に
お
け
る
既
存
の
経
済
動
向
を
左
右

す
る
ほ
ど
の
動
き
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と
評
価
で
き

る
。た

だ
、
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
千
種
川
流
域
で
み
る
な
ら

ば
赤
松
を
含
め
円
光
寺

(

平
瀬
遺
跡)

な
ど
の
拠
点
の
開

発
は
、
地
域
流
通
に
大
き
く
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
下
東
由
美
氏
の
指
摘
の
通
り

居
館
や
寺
院
の
造
営
に
あ
た
っ
て
材
木
な
ど
の
物
資
輸
送

が
実
施
さ
れ
る
に
は
人
・
物
の
か
な
り
の
動
き
が
想
定
さ

れ
、
さ
ら
に
寺
院
の
維
持
な
ど
に
も
多
く
の
消
費
財
が
千

種
川
を
行
き
来
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

(

下
東
由
美
二
〇
〇
七)

。
今
後
は
考
古
学
的
な
資
料
の
蓄

積
を
待
っ
て
、
西
播
磨
地
域
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

(

１)

調
査
と
概
略

白
旗
城
・
城
山
城
の
調
査
活
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
ず
、
平
成
二
八
〜
三
〇
年
ま
で
行
な
わ
れ
た
発
掘
調
査

に
併
行
し
て
白
旗
城
の
現
地
調
査
、
令
和
二
・
三
年
度
に

は
城
山
城
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
以
上
の
成
果
を
通

じ
て
両
城
の
再
評
価
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
、
城
山
城
で
は
内な

い

托た
く

土
塁
線
と
亀
山

山
頂
の
横
堀
周
辺
お
よ
び
平
坦
地
群
、
白
旗
城
で
は
侍
屋

敷
と
呼
ば
れ
る
平
坦
地
群
を
重
点
的
に
踏
査
し
た
。
な
お
、

両
城
の
評
価
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
論
考
で
明
ら

か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
こ
で
は
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
整
理
し
概
略
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

(

２)

城
山
城
の
調
査

城
山
城

(

た
つ
の
市
新
宮
町
下
野
田
・
馬
立
な
ど)

は

嘉
吉
の
乱

(

嘉
吉
元
年
、
一
四
四
一)

に
よ
っ
て
滅
び
た

赤
松
満
祐
の
詰
城
で
あ
る
が
、
一
九
八
六
年
頃
に
義
則
敏

彦
氏
の
精
力
的
な
研
究
に
よ
っ
て
同
じ
場
所
に
古
代
山
城

が
重
な
る
こ
と
が
明
ら
か
さ
れ
、
神
護
石
系
山
城

(

義
則

敏
彦
二
〇
〇
七
な
ど)

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

古
代
城
山
城
の
確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、｢

門
の
築
石｣

で
あ

る
唐
居
敷
、
石
塁
遺
構
、
山
頂
の
東
南
か
ら
東
側
に
か
け

て
伸
び
る
幅
二
〜
三
ｍ
の
内
托
土
塁

(

城
壁
ラ
イ
ン
・
周

長
約
一.
六
㎞)

な
ど
が
あ
る

(

向
井
一
雄
二
〇
〇
一)

。

た
だ
し
、
内
托
土
塁
は
部
分
的
に
崩
落
な
ど
に
よ
る
消
滅
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と
、
も
と
も
と
構

築
さ
れ
て
い
な
い

部
分
な
ど
が
あ
る

と
思
わ
れ
、
多
く

の
部
分
で
欠
落
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
城
が
文
献

に
登
場
す
る
の
は

山
城
廃
城
後
で
、

貞
和
四
年

(

一
三

四
八)

成
立
の

『

峰
相
記』

に
天

徳
年
中

(

九
五
五

〜
九
六
〇)

に
群

盗
が
城
を
築
い
た

と
い
う
も
の
や
、

貞
治
元
年

(

一
三

六
二)

の

｢

城
山

本
堂
修
造｣

の
記

事(『

東
寺
百
合
文

書』)

と
い
う
も
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の
な
ど
が
あ
る
。

中
世
の
城
山
城
は
観
応
二
年

(

一
三
五
一)

、
赤
松
則

祐
が
播
磨
守
護
と
な
り
築
城

(

中
世
山
城)

が
開
始
さ
れ

る

(

教
王
護
国
寺
文
書
・
東
寺
百
合
文
書)

。
こ
の
築
城

は
貞
治
二
年

(
一
三
六
二)

に
開
始
さ
れ
る
麓
の
越
部
守

護
屋
形
の
建
設
と
共
に
、
文
和
元
年

(

一
三
五
二)

〜
明

徳
元
年

(

一
三
九
〇)
と
、
応
安
三
年
〜
明
徳
元
年

(

一

三
七
〇
〜
一
三
九
〇)
の
期
間
ま
で
継
続
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る

(

村
田
修
三
一
九
八
七)

。
こ
れ
に
伴
っ
て
徴
発

さ
れ
た
人
夫
に
は
城
誘
・
倉
作
人
夫
な
ど
専
門
の
職
掌
に

関
わ
る
も
の
が
含
ま
れ
本
格
的
な
築
城
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
そ
の
後
も
応
永
三
四
年

(

一
四
二
七)
に
城
の
整
備

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
当
城
は
室
町
期
前
半
の
赤
松
家
に
と
っ

て
重
要
な
拠
点
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
中
世
の
城
山
城
が

終
焉
を
迎
え
る
の
は
嘉
吉
元
年

(

一
四
四
一)

の
嘉
吉
の

乱
で
、
赤
松
氏
の
滅
亡
に
伴
っ
て
で
あ
る
。

中
世
の
城
山
城
に
つ
い
て
は
一
九
九
〇
年
前
後
に
村
田

修
三
氏

(

村
田
一
九
八
七)

・
角
田
誠
氏

(

角
田
一
九
九

〇)

ら
に
よ
っ
て
簡
易
な
粗
塞
群
と
さ
れ
、
南
北
朝
期
〜

室
町
時
代
前
半
の
基
本
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
貴
重

な
山
城
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
古
代
山
城
の

構
造
が
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
評
価
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
筆
者
は
古
代
山
城
を
踏
ま
え
て
中
世
山
城
を
考
え

る
視
点
か
ら
再
評
価
を
行
な
っ
た

(

山
上
二
〇
〇
九)

。

こ
の
再
評
価
に
よ
っ
て
城
山
城
が
本
格
的
な
築
城
を
行

う
と
共
に
、
囲
郭
構
造
を
持
っ
た
大
規
模
で
恒
常
的
な
城

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

(

山
上
二
〇
〇
九
・
二
〇
二
〇
ほ

か)

。ち
な
み
に
一
四
世
紀
代
の
こ
う
い
っ
た
大
規
模
横
堀
に

つ
い
て
は
笠
置
山
城

(

奈
良
県
五
條
市)

の
堀
切
や
吉
田

住
吉
山
城
跡(

兵
庫
県
三
木
市
・
兵
庫
県
教
委
二
〇
一
一)

な
ど
が
近
年
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
天

文
年
間
の
尼
子
氏
に
よ
る
播
磨
侵
攻
時
の
城
山
城
は
、
太

子
町
と
姫
路
市
の
境
に
あ
る
太
田
の
城
山
と
す
る
山
下
輝

誉
氏
の
見
解
に
よ
っ
て

(

山
下
輝
誉
二
〇
〇
八)

、
見
直

し
が
必
要
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
当
城
の
居
館
と
さ
れ
る
赤
松
屋
敷
周
辺
か
ら
は

大
量
の
中
国
産
磁
器
や
備
前
焼
・
瀬
戸
焼
な
ど
の
陶
磁
器

を
含
む
遺
物
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
一

四
〜
一
五
世
紀
前
半
の
も
の
が
大
半
で
、
赤
松
氏
築
城
の

城
山
城
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め

こ
の
周
囲
の
平
坦
地
は
由
来
が
寺
院
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
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現
在
の
規
模
に
拡
張
さ
れ
た
の
は
築
城
に
伴
う
も
の
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

今
回
の
調
査
は
、
横
堀
に
つ
い
て
背
後
の
射
撃
点
と
な

る
場
所
の
平
坦
地
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
亀
山

周
辺
の
不
連
続
な
駐
屯
地
群

(

段
状
遺
構)

を
明
ら
か
に

し
た
点
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
赤
松
屋
敷
周
辺

の
中
心
部
に
対
し
て
、
亀
山
周
辺
に
も
独
立
し
た
陣
所
群

が
構
築
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

(

３)

白
旗
城
の
調
査

白
旗
城

(

赤
穂
郡
上
郡
町
赤
松
な
ど)

は
白
旗
山

(

標

高
約
四
四
〇
ｍ)

周
辺
に
築
か
れ
た
山
城
で
、
城
域
は
東

西
約
三
五
〇
ｍ
、
南
北
約
八
五
〇
ｍ
に
及
ぶ
播
磨
最
大
規

模
で
あ
る
。
築
城
は
建
武
三
年

(

一
三
三
六)
一
月
、
播

磨
に
侵
攻
し
た
新
田
義
貞
を
迎
え
討
つ
た
め
に
築
か
れ
た

と
さ
れ
る
が
、
当
初
は
赤
松
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の

後
、
赤
松
氏
に
よ
っ
て
断
続
的
に
維
持
・
整
備
さ
れ
る
が
、

嘉
吉
元
年

(

一
四
四
一)

嘉
吉
の
乱
の
時
に
も
築
造
が
行

な
わ
れ
た
と
い
う
。
最
後
は
、
永
正
一
七
年(

一
五
二
〇)

三
月
、
守
護
赤
松
義
村
が
美
作
攻
め
の
た
め
に
赤
松
に
入
っ

た

(｢

鵤
庄
引
付｣

斑
鳩
寺
文
書)

と
す
る
も
の
で
、
こ

れ
以
降
の
文
献
に
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
採
取
さ
れ
て

い
る
遺
物
も
こ
の
時
期
の
も
の
が
最
も
新
し
い
。

白
旗
城
は
本
丸
・
二
の
丸
周
辺
を
中
心
と
す
る
が
、
外

縁
部
は
簡
易
な
構
造
と
な
り
、
主
郭
周
囲
と
の
造
成
の
落

差
が
大
き
い
。
一
方
、
表
採
さ
れ
て
い
る
遺
物
の
多
く
は

侍
屋
敷
お
よ
び
谷
中
の
造
成
段

(

上
郡
町
一
九
九
八
で
は

大
手
郭
と
呼
称)

の
も
の
で
、
一
五
世
紀
の
も
の
が
多
い

と
い
う

(

上
郡
町
教
委
一
九
九
八)

。
侍
屋
敷
は
平
坦
地

前
面
に
石
積
み
を
構
築
し
土
留
め
と
す
る
こ
と
。
内
部
に

は
立
石
や
石
列
が
見
ら
れ
、
瀬
戸
焼

(

花
瓶
を
含
む)

・

備
前
焼
壺
・
擂
鉢
、
中
国
産
青
磁
碗
な
ど
の
遺
物
が
表
採

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
侍
屋
敷
の
谷
中
の
造
成
段
に
つ
い

て
も
前
面
に
土
留
め
の
石
積
み
が
構
築
さ
れ
、
一
五
世
紀

代
の
備
前
焼
擂
鉢
な
ど
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
侍
屋
敷
お
よ
び
谷
中
の
平
坦
地
群
に
は
恒
常

的
な
屋
敷
の
構
築
が
推
定
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査
は
山
城
の
遺
構
に
つ
い
て
現
地
で
確
認
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
立
石
・
石
列
・
石
積
み

な
ど
や
遺
物
の
散
布
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
以
前
の
調
査
を

追
認
す
る
結
果
と
な
っ
た

(

５)

。
以
上
か
ら
城
山
城
同
様
に
白

旗
城
で
も
恒
常
的
な
屋
敷
を
築
造
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
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と
が
わ
か
っ
た
。

�
�
�
�
�
�

赤
松
の
場
に
つ
い
て
考
古
学
的
な
成
果
か
ら
位
置
づ
け

を
探
る
と
共
に
、
前
期
赤
松
氏
の
築
城
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
の
調
査
を
検
証
し
た
。

前
者
で
は
文
献
の
成
果
を
離
れ
て
考
古
学
的
な
遺
物
動

向
か
ら
赤
松
を
考
え
た
。
こ
の
結
果
、
赤
松
の
遺
物
組
成

や
土
器
量
は
上
流
の
平
瀬
遺
跡
よ
り
は
優
越
す
る
も
の
の
、

千
種
川
流
域
の
中
で
突
出
し
た
内
容
を
持
つ
も
の
で
は
な

く
、
山
野
里
宿
遺
跡
の
流
通
網
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
消
費
地
と
考
え
ら
れ
た
。(

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
武
家
や

寺
院
上
層
階
層
で
は
な
く
地
域
流
通
に
け
る
比
較
に
お
い

て
で
あ
る
。)

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
の
は
守

護
に
よ
る
政
治
的
な
拠
点
形
成
に
よ
っ
て
赤
松
が
突
出
し

た
消
費
地
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一

方
、
中
流
域
に
あ
っ
た
山
野
里
宿
遺
跡
は
遺
物
か
ら
見
る

限
り
千
種
川
流
域
で
は
も
っ
と
も
都
市
的
な
様
相
を
持
ち
、

流
通
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
交

通
網
の
動
脈
を
軸
と
す
る
古
代
以
来
の
交
通
路
に
依
拠
し

た
流
通
が
、
政
治
権
力
の
拠
点
形
成
を
飲
み
込
む
形
で
動

い
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、

同
じ
西
播
磨
の
揖
保
川
・
林
田
川
の
流
域
に
あ
る
福
田
片

岡
遺
跡
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
さ
ら
に
突
出
し
て
お
り
、

千
種
川
流
域
に
対
し
て
揖
保
川
・
林
田
川
流
域
の
ほ
う
が

よ
り
経
済
性
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
意
味
で
赤
松
氏
が
南
北
町
期
〜
室
町
時
代
前
半
に

か
け
て
整
備
し
た
赤
松
は
守
護
役
を
背
景
に
物
資
集
中
が

行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
規
模
は
既
存
の
流
通
を
凌
駕
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
政
治
的
な
守
護
役
に
よ

る
物
資
集
積
は
既
存
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
変
更
を
迫

る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
前
期
赤
松
氏
の
築
城
で
は
、
城
山
城
が
囲
郭
構

造
を
持
ち
、
恒
常
的

(

蔵
が
存
在)

な
施
設
を
保
有
す
る

こ
と
。
白
旗
城
が
外
縁
部
に
お
い
て
粗
塞
的
な
構
造
を
展

開
す
る
も
の
の
、
侍
屋
敷
に
恒
常
的
な
施
設

(

屋
敷)

を

持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
前
期
赤
松
氏
は,

恒
常
的
な
構
造
を
も
っ
た
山
城

を
築
城
、
維
持
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
軍
事
的
な
側
面

を
色
濃
く
保
持
す
る
守
護
大
名
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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(

１)

高
坂
好
氏
の
研
究
は
一
九
九
一

『

中
世
播
磨
と
赤
松
氏』

、

藤
本
哲
氏
は
一
九
七
八

『

赤
松
物
語
播
磨
燃
え
る』

な
ど
に

詳
し
い
。

(

２)
小
島
道
裕
一
九
九
三

｢

戦
国
城
下
町
か
ら
織
豊
期
城
下
町｣

『

年
報
都
市
史
研
究』

、
前
川
要
二
〇
〇
〇

『

日
本
中
世
後
期

の
地
域
支
配
体
制
論
序
説』

日
本
史
研
究
会
三
月
例
会
な
ど

(

３)

流
通
拠
点
の
ほ
か
政
治
的
・
宗
教
的
な
拠
点
の
対
象
と
し

た
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
比
較
事
例
が
な
い
。

(

４)

こ
の
よ
う
な
作
業
も
現
時
点
で
は
地
域
間
の
概
要
を
把
握

す
る
上
で
一
定
の
役
割
を
持
つ
と
筆
者
は
考
え
る
。

(

５)

た
だ
し
、
井
戸
や
庭
園
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

【
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文
献
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潟
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城｣

(『
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第
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巻

史
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編
一』

上
郡
町)

山
上
雅
弘
二
〇
〇
六

｢

赤
松｣

『

守
護
所
シ
ン
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ジ
ウ
ム
＠
岐
阜
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〇
〇
四

『

守
護
所
戦
国
城
下
町
を
考
え
る』

資
料
集

荻
能
幸
二
〇
一
七

｢

苔
縄
城｣

｢

白
旗
城｣

(『

図
解

近
畿
の
城
郭

Ⅳ』)

・
二
〇
一
六

｢

赤
松
居
館｣

『

同
上
Ⅲ』

戎
光
祥
出
版

大
村
拓
生
二
〇
一
七

｢

赤
松
氏
の
拠
点
形
成
―
白
旗
城
・
法
雲
寺
・

宝
林
寺
―｣

(『

大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
紀
要』

一
二)

大
村
拓
生
二
〇
一
八

｢

在
京
守
護
期
の
赤
松
地
区
と
禅
院
の
諸
相｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

三)

大
村
拓
生
二
〇
二
〇

｢

南
北
朝
期
赤
松
一
族
の
動
向
と
赤
松
地
区｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

五)

島
田
拓
二
〇
一
七

｢

上
郡
町
域
赤
松
氏
関
連
遺
跡
の
調
査
成
果｣

(『

兵
庫
歴
史
研
究
室
紀
要』

二)

島
田
拓
二
〇
一
九

｢

赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て｣

(『

兵
庫
歴
史
研
究
室
紀
要』

四)
上
郡
町
教
育
委
員
会
一
九
九
八

『

国
指
定
史
跡
赤
松
氏
城
跡

白

旗
城
跡』

上
郡
町
教
育
委
員
会
二
〇
二
一

『

赤
松
居
館
跡
１』

上
郡
町
教
育
委
員
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二
〇
二
二

『

赤
松
遺
跡
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『
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橋
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〇
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『
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茶
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岡
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八

『

平
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遺
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長
濱
誠
司
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二
〇
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二

『

室
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四
丁
目
遺
跡』
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委

員
会

新
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員
会
一
九
八
八

『
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村
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｢

城
山
城｣

『

中
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郭
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角
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｢

近
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地
方
に
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山
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中
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研
究
論
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向
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古
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と
課
題｣
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嘩

』

九
・
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併
号

古
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研
究
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敏
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〇
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｢
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第
八
回
播
磨
考
古
学
研
究
集

会
城
館
か
ら
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た
中
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播
磨』)

山
下
晃
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〇
八

｢

天
文
前
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播
磨
に
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尼
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勢
力

の
動
向｣
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年
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松
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研
究

創
刊
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山
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磨
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論
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瀬
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追
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磨
城
山
城｣
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